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キャリアとは

 一般的には個人が一生のうちにたどる職業上の経
歴のこと。

 キャリア形成とは仕事の経験を積み重ねることで自
分の職業能力を育てていくこと。

広くとらえると

①昇進、②専門職、③生涯を通じた職務の連続、④
生涯を通じた役割に関する経験の連続



 「職業」のみをキャリア要素としてとらえて
いたのをやめ、社会的な活動を行うことも
「キャリア形成」のひとつととらえる。

職業的キャリア形成＋社会的活動

→人生を通したキャリア形成

「バリバリ一生働く」という意味ではない。

さまざまな経験を通して自分をずっと成長

させていくということ

人生を通したキャリア形成の必要性



企業の求める人材（これまでと今後）
「入職初期のキャリア形成と世代間コミュニケーションに関する調査」 独立行政法人 労働政策研究・研修機構 より
2011年6月
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自ら考え行動することのできる

リーダーシップ、担当部署を引っ張っていける

部下の指導や後継者の育成ができる

職場でチームワークを尊重できる

事業戦略・展開を考えることができる

新しい発想を持っている

職務の基礎となる技能や知識を十分身につけた

専門的な知識を有する

指示を正確に理解し行動できる

社風になじむことができる

自社にない経験を有する

事業活動の変動に応じ調整しやすい

総額人件費抑制のための低コスト人材

今後の人材に望むこと

これまで望んできたこと



企業の学生への指摘：学生でなくても同じ点が・・
精神的に弱い傾向がある

自分から何かをやろうという意識が薄い

 よい意味での競争意識をもっておらず協調性ば
かり重視する

全般的に自分と同じ世代だけで固まる傾向があ
る。さまざまな価値観の中でもまれながら自分を
出していくということの重要性、社会や集団の中
でもまれ、うまくいかない経験をすることが必要

自分がどのような人生を送りたいのかという点が
曖昧なままであり、どう生きるか、自分がどのよう
な人間であるかを考える必要がある。



これからの時代はいままでと異なる

・生涯未婚率：1965年 男１.5% 女2.5%

2015年 男２３.３％ 女１４.０%

離婚の割合：70代1割程度 20代30-40%と推計

日本的雇用システムはくずれつつある

2015 年1 人の高齢者を2.3 人, 2060 年1.3 人

＊平均寿命：2015年 女性８７.０歳 男性８０.７歳

→自分に力をつけ、社会の構造を知る

必要がある



「女性の視点をいかして」に注意
 「女性の視点をいかして」は分離をうむ可能性が
高い。

キャリアの階段、得られる知識・技能に敏感に。

知識・技能の得られる仕事＞やりがいのある仕
事

ネットワークを広げるー同期・女子のみのネットワ
ークはだめ。上との関係を築く（昼ごはん）。

仕事が嫌になったら、まず社内で動くを考える。

転職の場合は、弱い紐帯が強い紐帯がきくので、
ネットワークは大切。



男女共同参画の推進
第四次 男女共同参画基本法
 1999年：男女共同参画基本法の制定
 2003年：「社会のあらゆる分野において、2020 年までに、指導
的地位に女性が占める割合が、少 なくとも 30％程度になるよう
期待する」の目標を設定。

 基本法に基づく男女共同参画基本計画の策定・実施（2005年第
二次、2010年第三次、2015年第四次基本計画決定）

 第四次基本計画
http://www.gender.go.jp/about_danjo/basic_plans/4th/

 2015年8月：女性の採用・登用・能力開 発等のための事業主行
動計画の策定を事業主に義務付ける、女性の職業生活に
おける活躍の推進に関する法律が成立（女性の活
躍推進企業データベース http://positive-
ryouritsu.mhlw.go.jp/positivedb/）

http://positive-/


女性活躍推進法（2016年4月から施行）

①自社の女性の活躍に関する状況把握・課題分析

②その課題を解決するのにふさわしい数値目標と取組を盛り込んだ
行動計画の策定・届出・周知・公表

③自社の女性の活躍に関する情報の公表を行わなければならないこ
とが決まった（300人以下の中小企業は努力義務）

取組の実施状況が優良な企業については、申請により厚生労働大臣
の認定を受けることができ、各府省等が公共調達を実施する場合は、
女性活躍推進法に基づく認定企業（えるぼし認定企業）などを加点評
価するよう定められた。



重要なのは

自分が行きたい方向に自分を持っていける
力―切りひらく力

 なにが資源で、なにが障害かをみきわめ、ど
うすれば自分の行きたい方向に行けるかを
考え、それを実現できる力。

前提をうたがう



事例分析のポイント～経歴をよむ

軸とすることがら

・家庭生活

・仕事

・学習

・ネットワーク

・地域活動、社会活動



☆なりたい自分にどうやってなったのか

・なにが障害になっていたのか

→どうやって乗り越えたのか

・必要だった支援、必要だったものはなにか

→どうやってそれらを手に入れたのか

資源となったものはなにか

☆「切りひらく力」


